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経管栄養飼育が老化促進マウスの生体および中枢に及ばす影響

論文審査の要旨

本論文は、経管栄養飼育 した老化促進モデルマウスを用いて、経管栄養の生理的影響、

及び海馬の情報入力量に対する影響について検討 したものである。その方法 として飼料摂

取条件の異なるコン トロール群、経管栄養飼育群、水摂取群の各群において体重、水摂取

量、活動量の計測による生理的影響、Morris水迷路テス トによる空間認知能、および錐

体細胞の樹状突起スパイン数について検討 している。方法の詳細は、論文内容要旨の通 り

である。

その結果、体重、水摂取量、活動量ともにすべての週齢、各群間で有意差はみ られてい

ない。水迷路テス トにおいては、15週齢のマウスでは実験期間を通 し各群 ともプラッ ト

ホームヘの到達時間が短縮 し、各群間の到達時間に有意な差はみ られていない。35週齢

においても、各群 ともプラッ トホニムヘの到達時間の短縮がみ られたが、経管栄養飼育群

の到達時間は他の 2群に比べ有意に延長 していたとい う。以上のことから、老齢期マウス

は経管栄養飼育によつて空間認知能が低下することを明らかにしている。錐体細胞の樹状

突起スパイン数については、15週齢では有意差はみ られていない。35週齢では飼育条件

による影響は、セグメン トI以外の遠位部で認められ、経管栄養飼育群は他の 2群に比較

して有意にスパイン数が減少すること、各週齢の同じ群を比較するとセグメン トI以外の

遠位部で有意差がみ られることを明らかにしている。以上のことから、老齢期マウスは経

管栄養飼育によつてスパイン数の減少が生 じることを示唆 している。

以上の結果から、本論文は老齢期 SAMPlへの経管栄養飼育により、海馬 CAlの スパイ

ン数が減少 し、その結果空間認知能が低下することが示唆する結論を得ている。

審査委員は、本論文の研究成果を評価 し、学位 (歯学)に値するものと判定 した。


